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礼拝説教抄録 

1 ヨブは主に答えて言った。2 あなたは全能であり 御旨の成就を妨げることはできないと悟

りました。3 「これは何者か。知識もないのに 神の経綸を隠そうとするとは。」そのとおりで

す。わたしには理解できず、わたしの知識を超えた 驚くべき御業をあげつらっておりました。
4 「聞け、わたしが話す。お前に尋ねる、わたしに答えてみよ。」5 あなたのことを、耳にしては

おりました。しかし今、この目であなたを仰ぎ見ます。6 それゆえ、わたしは塵と灰の上に伏し 

自分を退け、悔い改めます。 

ヨブ記 42 章 1～6 節 

12 兄弟たち、わたしの身に起こったことが、かえって福音の前進に役立ったと知ってほしい。
13 つまり、わたしが監禁されているのはキリストのためであると、兵営全体、その他のすべて

の人々に知れ渡り、14 主に結ばれた兄弟たちの中で多くの者が、わたしの捕らわれている

のを見て確信を得、恐れることなくますます勇敢に、御言葉を語るようになったのです。15 キ

リストを宣べ伝えるのに、ねたみと争いの念にかられてする者もいれば、善意でする者もいま

す。16 一方は、わたしが福音を弁明するために捕らわれているのを知って、愛の動機から

そうするのですが、17 他方は、自分の利益を求めて、獄中のわたしをいっそう苦しめようと

いう不純な動機からキリストを告げ知らせているのです。18 だが、それがなんであろう。口実

であれ、真実であれ、とにかく、キリストが告げ知らされているのですから、わたしはそれを喜

んでいます。これからも喜びます。19 というのは、あなたがたの祈りと、イエス・キリストの霊の

助けとによって、このことがわたしの救いになると知っているからです。20 そして、どんなことに

も恥をかかず、これまでのように今も、生きるにも死ぬにも、わたしの身によってキリストが公

然とあがめられるようにと切に願い、希望しています。21 わたしにとって、生きるとはキリストで

あり、死ぬことは利益なのです。22 けれども、肉において生き続ければ、実り多い働きができ、

どちらを選ぶべきか、わたしには分かりません。23 この二つのことの間で、板挟みの状態です。

一方では、この世を去って、キリストと共にいたいと熱望しており、この方がはるかに望ましい。
24 だが他方では、肉にとどまる方が、あなたがたのためにもっと必要です。25 こう確信してい

ますから、あなたがたの信仰を深めて喜びをもたらすように、いつもあなたがた一同と共にい

ることになるでしょう。26 そうなれば、わたしが再びあなたがたのもとに姿を見せるとき、キリス

ト・イエスに結ばれているというあなたがたの誇りは、わたしゆえに増し加わることになります。27 

ひたすらキリストの福音にふさわしい生活を送りなさい。そうすれば、そちらに行ってあなたが

たに会うにしても、離れているにしても、わたしは次のことを聞けるでしょう。あなたがたは一つ

の霊によってしっかり立ち、心を合わせて福音の信仰のために共に戦っており、28 どんなこ

とがあっても、反対者たちに脅されてたじろぐことはないのだと。このことは、反対者たちに、

彼ら自身の滅びとあなたがたの救いを示すものです。これは神によることです。29 つまり、あ

なたがたには、キリストを信じることだけでなく、キリストのために苦しむことも、恵みとして与えら

れているのです。30 あなたがたは、わたしの戦いをかつて見、今またそれについて聞いていま

す。その同じ戦いをあなたがたは戦っているのです。 

フィリピの信徒への手紙1章12～30節 

１．福音の前進 

普通に聖書を手にとってこの手

紙を読み始めた人は、冒頭からこの

著者は少し異常なのではないかと感

じるのではないでしょうか。少なくとも

状況は普通ではありません。手紙を

記した伝道者パウロは、迫害によって

投獄されています。「獄中書簡」とも呼

ばれる手紙です。パウロ投獄のニュ

ースは、教会の人たちをひどく悲しま

せ、恐れを抱かせるものであったはず

です。でも、パウロは、自身の健康や

裁判の見通しなどについては語らず、

このように語り始めます。「兄弟たち、

わたしの身に起こったことが、かえっ

て福音の前進に役立ったと知ってほ

しい」（12節）と。 

「福音の前進」が、どういうことか

といえば、パウロが投獄されたことで、

彼が「監禁されているのはキリストのた

めである」（13 節）ということが知れ渡

ったのだと言います。さらに、パウロの

健闘を見た仲間たちの多くが「ますま

す勇敢に、御言葉を語るようになった」

（14 節）と言います。パウロの投獄を

知って多くの者たちが怖気づいた、と

いう方が普通ではないでしょうか。厳

しさを増す迫害の状況下で伝道する

ことはリスクの大きなことです。しかし、

投獄を知った多くの仲間たちは、それ

を負担に思うどころか、「ますます勇

敢に、御言葉を語るようになった」と言

います。キリストのために監禁されて

いることが伝道になり、パウロの苦し

みが「福音の前進」を鼓舞したとは、

理屈では説明の難しいことです。 

パウロは、さらにもうひとつ不可

解な「福音の前進」を記しています。

パウロの人気に嫉妬心を抱いていた

別の党派の伝道者たちが、パウロが

投獄されたことをチャンスと捉えて、こ

こぞとばかりに伝道しているということ

です。「ねたみと争いの念にかられて」

（15 節）、「自分の利益を求めて…不

純な動機から」（17 節）活動する人た

ちがいました。これを知ったパウロは

どう思ったでしょうか。パウロは語りま

す。「口実であれ、真実であれ、とに

かく、キリストが告げ知らされているの

ですから、わたしはそれを喜んでいま

す」（18 節）と。通常の考えからすると

正当なやり方ではなくても、どういう方

法であれ、福音が前進していると言い

ます。パウロ自身も思ってもいなかっ

たことです。パウロという人の伝道者と

しての素質ということを超えて、思いも

よらない仕方で、福音自らが
、、、、、

前進して

いることを、パウロは何よりも「知って

ほしい」こととして手紙の冒頭に書き

留めるのです。 

パウロは、福音自らが前進してい

くさまを見て、ただ喜びを伝えていま

す。「わたしはそれを喜んでいます。

これからも喜びます」（18 節）。この手

紙は、「獄中書簡」という名を持ちなが

ら、別名、「喜びの手紙」とも呼ばれて

います。投獄と喜び、この相反するふ

たつのことが記されており、異様な感

じを受けるのもこのためです。教会が

厳しい状況下にありながら、「信仰を

深めて喜びをもたらすよう」（25節）願

って、パウロは記しているのです。 



２．喜びの源泉 

パウロの「喜び」の源泉は、目に

見える状況の中にではなく、自身の

深いところにあります。パウロは語りま

す。「わたしにとって、生きるとはキリス

トであり、死ぬことは利益なのです」

（21 節）と。この言葉は、パウロの確

かな覚悟を表すものです。苦しみの

現実から目を逸らして、何とかなるさと

楽観して喜びのポーズをとろうという

のではありません。この場所で死刑に

なるかもしれない、パウロはだれよりも

自身に迫っている死を見つめていま

す。それゆえに、生きることを見つめ

ています。「わたしにとって、生きると

はキリスト」だと語りました。信仰を求

める多くの人は考えます。キリストを信

じて生きることにどんなメリットがあるの

か、と。しかし、パウロは、そのように考

えてはいません。キリストは、よりよく生

きるための手段ではないからです。信

ずる者にとって、生きることそのものが

キリストとなるのです。「生きるにも、死

ぬにも」（20 節）、わたしたちはキリス

トのものです。 

囚人とされているこの人を、だれ

も完全につないでおくことはできませ

ん。キリストに捕らわれているからです。

パウロは自身の死を思いながら、生き

続けることについて、こう語っています。

「あなたがたの信仰を深めて喜びをも

たらすように、いつもあなた方一同と

共にいることになる」（25 節）と。この

「喜び」のために生きよう、とパウロは

言います。「喜びをもたらす」こととは、

どのようなことでしょうか。 

「喜び」は感じるものですから、知

的に理解するものではありません。そ

うであるので、自分にはパウロのような

熱烈な喜びがないとか、信仰の喜び

が薄いとかと感じている人は案外少な

くないのではないかと思います。 

以前、ある神学者（左近豊）の講

演を聞いてハッとさせられたことがあり

ます。何かを感じる感情というものは、

一見、非論理的で、人間の本能のよう

なものであるように思うのですが、これ

は文化によって、あるいは習慣によっ

て教えられるものだというものです。例

えば、日本人は雨に対して様々な感

情を持つので、雨を言い表す言葉を

たくさんもっています。ただの気候の

話ということではなく、長雨や時雨と言

えば独特の感情がありますし、春雨と

秋雨でも感じるものも違います。雨が

叙情的な詩になります。ところがこれ

を英語で表現するのが難しくて、同じ

雨を見てもアメリカ人は日本人と同じ

ようには感じないことに気づいたことを

教えてくださいました。雨を見て歌を

詠んだりしてしまうあなたは、やっぱり

日本人だというわけですね。うれしい、

悲しい、幸せ…こういった感情は、わ

たしたちの中に突然降って湧いてくる

ものではなくて、共同体の中で習得し

ていくものなのだと言うのです。「学習
が無ければ、人は悲しみという感情を
本当に理解することなく成人してしま
うこともある」と、ある教育学者（齋藤孝）
は言いました。わたしたちの心に悲し

みがやって来るとき、わたしたちは共

同体の一員として、それを感じている

ということなのです。 

３．キリストの苦しみ、喜び 

ある司祭（ジャン・ヴァニエ）が、

ブラジルの子どもの施設を訪ねた時

のことを書いています。朝になって、

40 のベッドが収容されている部屋に

入って行ったところ、この部屋のどこ

からも泣き声ひとつ聞こえなかったと

言います。ベッドに子どもがいなかっ

たのではありません。たしかにいるの

です。それでこの司祭は気づきました。

この子どもたちは、泣くことを知らない

のです。だれも聞いてくれない部屋、

そのような社会の中で、子どもが泣く

意味はないのですから。 

先週、幼稚園の保護者向けの集

会で、あるお母さんが『こどもさんびか』

を購入したことを教えてくださいました。

お子さんと一緒に讃美歌に親しもうと

いうことなのですが、それをお子さん

に見せると、「ぼくは悲しい讃美歌が

歌いたいんだ」と言ったそうです。お

母さんは少し困惑したようで、「悲しい

讃美歌ってありますか？」と苦笑いし

なら聞いてくださいました。とても興味

深く思いました。キリスト者でもそんな

風に言える人はなかなかいません。

「悲しい讃美歌、ありますよ」と言って、

『こどもさんびか』を開いて一緒に歌

いました。悲しみを讃美歌で歌えると

いうのはすばらしいことです。悲しみ

を知っているということは、決して不幸

せなことではなく、幸せなことなので

すから。わたしたちは、この悲しみに、

この苦しみに、何の意味があるのかと

思います。答えは簡単ではありません。

しかし、たとえ苦難の意味がわからな

くても、わたしたちはそれを孤独にで

はなく、信仰共同体の中で経験する

のです。この共同体には喜びの歌が

あり、悲しみの歌があります。共に祈

る言葉が与えられているはずです。キ

リストにあって悲しみに共感し、苦しみ

に連帯します。キリストにあって共に

喜びます。こうしてわたしたちは、ひと

つの民とされていくのです。 

今日、10月の最初の主の日は、

教団の行事暦で「世界聖餐日」です。

第二次世界大戦の最中、分断された

世界を目の当たりにしていた教会が、

なお希望を持ち続けることができた場

所が、この聖餐の食卓でした。この食

卓が、国境や民族を超えてひとつで

あることを信じて、教会は祈り続けまし

た。「世界聖餐日」は、異なる文化、政

治のもとにある世界の教会が、キリスト

にあってひとつであることを覚える日

です。この日、世界中のキリスト者が、

教派を越えてひとつの食卓に与りま

す。この食卓で、キリストのからだに与

ります。わたしたちの礼拝では、今日、

聖餐に普段とは違う式文を用います。

「パン裂き」をします。ここで次のような

聖句が語られます。「パンは一つだか

ら、わたしたちは大勢でも一つの体で

す」（Ⅰコリ 10:17）。なんと重みのあ

るみ言葉でしょうか。このパンにひとり

で与る人はいません。わたしたちは大

勢でも、それぞれがどんなに多様な

背景を負っていようとも、このパンによ

ってひとつからだとなるのだ、と語るの

です。互いに喜びを分かち合い、悲

しみを分かち合い、重荷を担い合うひ

とつからだとなるのだ、と。 


